
市民本位の枚方市をつくる
「枚方明るい会」の市民交流会に参加

（枚方市職労）

　明るい民主府・市政をつくる枚方連絡会（枚方明る
い会）は10月24日、「新しい枚方市政を考える市民交
流会」を開催しました。この集会は枚方維新市政の現
状と市民運動を交流し、２年後の市議・市長選挙に向
け市民本位のまちづくりを考えようと取り組まれまし
た。市議の市政報告と各団体からの発言がありました。
　枚方市職労からは、維新市政のもとでの職場の実態
と不当労働行為闘争について報告を行いました。行革
プランで総人件費の削減がうたわれ、正職員で担うべ

き仕事を非正規職員に置き換えていること、市民生活
を支える現業職場の委託化を進めていること、公立保
育所の民営化や公務の切り売りを強行していることを
報告。この目的は、枚方市駅周辺の大開発事業を押し
進める財源をねん出するためであると指摘しました。
　一方、現市政が地域の労働運動と市民運動の拠点で
ある枚方市職労の運動を萎縮させ、事務所を奪おうと
する不当労働行為の根っこは同じであると告発し、市
民生活・住民自治を発展させるため市政を変える重要
性を訴えました。
　中山徹教授（奈良女子大学）は「市民本位の市政をつ
くるために」と題し、自治体のあり方や循環型地域経
済の確立と必要性について講演。今後の野党共闘時代
の自治体政策と地方選挙について学習を深めました。
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出題者：山本汎昭さん

ヒント：昔は新嘗祭と言いました
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「マツタケゴハン」
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　結婚や出産、住宅購入など人生の
節目、節目で万一の保障を見直すこ
とが大事です。
　１年更新のセット共済ならタイミ
ングよく見直しができ、必要最小限
の保障を担保しつつ掛金負担総額を
抑えることができます。
　左記の保障プラン例では、死亡保
障・医療保障含めても、掛金総額は
約343万円。44年間（22歳～65歳）
で考えると、 月額平均はなんと
6,497円です（Ｕ40実施後6,025円）。
　民間保険の保険料と比較すると、
生涯における差額は数百万円単位に
なる場合もあります。差額を何にで
も使える貯蓄に回して、もしもの時
には「セット共済」と「貯蓄」で備
えましょう。

もしもの時には「セット共済」と「貯蓄」で
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掛金総額3,430,440円（44年間の月平均掛金6,497円）
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